
 1 

令和７年度第１回柏市社会教育委員会議会議録  

 

１  開催日時  

  令和７年１０月２７日（月）午後２時から午後４時３０分  

 

２  開催場所  

  ラコルタ柏  ４階集会室１・２・３  

  柏市柏５－８－１２  

 

３  出席者  

（委員）  

荒井 議 長， 土屋 副 議長 ， 増田 委員 ， 鈴木 委員 ， 大石 委 員， 澤 田

委員，高橋委員，五味田委員，佐藤委員  

（事務局）  

宮本 生 涯学 習部 長 ， 村 山 中央 公民 館 長， 森川 図 書館 長 ，ア フ タ

ースクール課鈴木主幹，田中生涯学習課長，生涯学習課竹内主幹，

同廣瀬主査 ，同岡 田主事，同 萠抜生 涯学習専門 ア ドバ イザー，同

岩渕生涯学 習専門 アドバイザ ー ，同 岡野生涯学 習専門 アドバイザ

ー，影山コーディネーター  

 

４  内容  

 (1) 開会  

  (2) 委嘱状交付  

 (3) 生涯学習部長あいさつ  

 (4) 委員自己紹介  

 (5) 事務局紹介  

 (6) 議長，副議長の選出  

 (7) 令和７年度生涯学習部各課・館主要事務事業概要について  

 (8) テーマ説明について  

 (9) 協議事項（グループワーク）  

  ア  「自分らしく生きる」とはどのような状態か  

  イ  子どもたちが自分らしく生きるためにどのような力が求め  

   られるか  
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  ウ  子どもたちが自分らしく生きるための力を身に付けるため  

   に，家庭ではどのようなアプローチができるか  

 (10）事務連絡  

 (11) グラフィックレコーディングの共有・まとめ  

 (12）閉会  

 

５  会議概要  

 (1) 柏市社会教育委員会議の概要について  

   事務局から，柏市社会教育委員の概要説明を行った。  

 (2) テーマ説明について  

   事務局から，テーマ説明を行った。  

 (3) 協議事項（グループワーク）  

  ア  「自分らしく生きる」とはどのような状態か  

  【Ａ班発表・澤田委員】  

   「自分の好きを知っている」「自分の価値観を自分できちんと

認識している」「自分に正直でいられる」といった点が挙げられ ，

これ ら は「 自分 ら しく あ る」 とい う こと につ な がる の では な い

かという意見が出た。  

 さらに，「自分らしく生きる」ためには他者とのかかわりが欠

かせ ず ，ど のよ う な境 遇 にあ って も 肯定 的に 受 けと め られ ， 失

敗し て も認 めら れ ，自 分 が必 要と さ れて いる と 感じ ら れる こ と

が大切だという意見があった。  

その よう な 中で ， 自分 の「 好 き」 や 「得 意な こ と」「 知識 」「 経

験」を存分に発揮できる状態こそが ，「自分らしく生きる」とい

うことではないかという意見が出た。  

  【Ｂ班発表・土屋委員】  

   「自分らしく生きるとは，自分の人生の主導権を取り戻すこ  

  とではないか」と問いかけを行い，そこから議論が始まった。  

   そこから，「自分の気持ちに素直になれる」「自分の個性や特  

  性を生かす」「自分を好きでいられる」といった意見が出され ， 

  「主導権を取り戻す」とは具体的にどのような状態を指すのか  

  について話し合われた。議論が進む中で，「自分らしさには正解  

  がない」「自分らしさは一つではない」「安心できる場がある」  
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  「夢や希望を持てる」といった，心の拠り所やメンタル面での  

  居場所の存在も自分らしさに関係しているのではないかという  

  意見が挙げられた。  

   また，「周りの人に気を遣う」「他者を大切にする」「友人や家  

  族を大切にする」といった人との関わり方についての意見も出  

  た。  

   個人的には，「やりたいこと」「やれること」「やるべきこと」 

  のバランスの中で，自分らしさがどう表れるかを考えることが  

  大切ではないかと考えている。特に，「やりたいこと」は自分の  

  内面から湧き出るものであり，「やるべきこと」は外から与えら  

  れるものであり，その中で「やれること」をどう確認していく  

  かが，自分らしさを見つめ直すヒントになるかもしれないと考  

  えている。  

 

  イ  子どもたちが自分らしく生きるためにどのような力が求め  

   られるか  

  【Ａ班発表・佐藤委員】  

   「自己表出力」，つまり自分の気持ちをしっかりと伝える力を

高め る こと が大 切 だと い う意 見が 出 た。 自分 の 思い を 表現 で き

るよ う にな るこ と で ， 相 手を 受け 入 れる 力や ， 協調 ・ 協同 す る

力にもつながっていくと考えた。  

   そのためには，「ワクワクする力」を持ち，物事を楽しむこと

が出 発 点に なる と 考え た 。発 想力 や 創造 力を 発 揮し ， 継続 的 に

取り 組 む姿 勢を 持 つこ と が重 要で ， その 中で ， 情報 活 用力 を 生

かし た り， 自分 を 正し く 理解 する 「 自己 認知 力 」や ， 自分 を 肯

定す る 「自 己肯 定 感」 を 高め てい く こと が大 切 だと い う意 見 が

出た。  

   最終的には，こうした一つ一つの力が「生きる力（確かな学

力・豊かな心・健 康な心身）」へとつながっていくのではないか

という意見が出た。子どもたちには，さまざまな力を結びつけ，

互い に 支え 合い な がら 「 つな がる 力 」を 育ん で い っ て ほし い と

いう意見でまとまった。  
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  【Ｂ班発表・五味田委員】  

   「今の子どもたちはどんな姿なのだろう」という逆の視点か

ら考えた。「人に関心をもてない」「物事に興味をもてない」「正

解をすぐに求めようとする」「自分の気持ちを素直に表現できな

い」といった課題が挙げられた。  

   そこから，「そうした状況をどう変えていくか」を考える中で，

やはり「体験」が 大切だという意見 が 出ました。とは いえ，実

際に一歩を踏み出すことには勇気が必要であり，「失敗しても大

丈夫」という気持 ちをどう育むかも 大切なポイントだ と 話し合

った。  

   また，子どもたちは人とのかかわりの中で生きており，他者

を受け入れる力や ，いろいろな人が いることを理解す る力を育

てることが重要で あり，これはつま り，人に興味や関 心をもつ

ことにつながる。 さまざまな体験や 人とのかかわりを 通して，

自分の「引き出し」を増やしていくことで，表現の幅が広がり，

世界が広がり，選択肢も増えていく。  

   最後に，「勇気をもって一歩を踏み出すこと」が何より大切だ

という意見でまとまった。  

 

  ウ  子どもたちが自分らしく生きるための力を身に付けるため  

   に，家庭ではどのようなアプローチができるか  

  【Ａ班発表・増田委員】  

   会話を増やすこと，特に肯定的な会話を心がけ，子どもの話

をし っ かり 聞く こ とが 大 切 。 家庭 が 子ど もに と って 安 心で き る

居場 所 とな り， 親 が味 方 にな って 笑 顔に なれ る 空気 を 作る こ と

が重要であるという意見がでた。  

   また，多様な体験活動を通して子ども自身が自分の興味・関

心を 把 握で きる よ うに し ，そ れを 親 子で 話し 合 うこ と も大 切 。

家庭 で 子ど もの 好 きな こ とを 応援 す るア プロ ー チが で きる の で

はないかという考えも出た。  

   さらに，価値観や視点を変えることも大切で，当たり前にで

きていることでも「いいことだよ」と褒めたり，「ありがとう」

と伝えたりすることで，子どもを認めることにつながる。また，
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「親 が 先生 にな ら ない 」 とい う表 現 もで た。 親 が 子 ど もを 評 価

しな い で， 親と し て子 ど もを 認め ， 常に 肯定 的 な態 度 で接 す る

ことが大切だという意見が出た。  

  【Ｂ班発表・鈴木委員】  

   「親子のコミュニケーション」に関する意見が多かった。  

その中で，親の感 動が見られる場や ，親子で一緒に失 敗できる

場，親が社会とつ ながる機会 がある ことも重要ではな いかとい

う意見が出た。  

   背景として，共働き家庭が増え，親が子どもに関わる時間が

十分にとれないの であれば，逆に子 どもが親の姿を見 ることが  

できる場が必要なのではないか，という意見が出た。  

   また，親の時間が確保しにくい状況を踏まえると，地域の大

人やお店などが関 わる機会があると よいのではないか ，という

意見が出た。  

 (4) グラフィックレコーディングの共有・まとめ  

   影山コーディネーターから，グラフィックレコーディングの

共有と意見のまとめを行った。  

   グラフィックレコーディング画像は別添のとおり。  

   

６  傍聴者  

  ０人  

以上   


